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安定な湿式光電池を得る条件は 乙の表面捕捉正孔を還元できる Redox 試薬を溶液中に加える乙とで
ある乙とを実験的に明らかにした。






n -GaP電極において新しく健唱した表面捕捉正孔のモデノレを明らかにするために n -GaP の電解
発光についてさらに詳しく調べた(第三章)。乙れにより，上述のモデノレは一層確かなものになった口
n -Ti O 2 電極は化学的に安定で=水を光酸化して酸素を出すため，その光電気化学過程は特に興味深
い。そ乙で n -Tl O2 電極における電極反応機構について詳しく調べた(第四章)。乙れにより，水の
酸化反応の中間体として働いていると考えられる表面準位からの発光を見出し，さらにこの表面準位が
OH・ラジカルの表面付加物と帰属されると結論した。
以上の研究の結果 n -G aP , n -C d S , n -Z nOおよび n-Ti02 のような半導体電極には光ア
ノード反応の前駆体として働く表面準位が存在する乙とが明らかになった。さらに乙れらの表面準位の
化学的な起源も明らかになり，乙れらは半導体ごとに異なっており，たとえば n-GaPでは表面捕捉














n-CdS , n-ZnO , n-Ti02 などの半導体電極についても同様の発光バンドが存在することを見出
し，乙れから乙れら半導体に対してもアノード反応の中間体となる表面準位の存在を結論した。 Ti02
についてはこれが水の電解反応の中間体として働くことを結論し その化学構造についても推論した。
乙のように本研究は半導体電極の光アノード反応の機構に重要な新たな知見を加え，その安定化や反
応促進の方法に示唆を与えたもので博士論文に値するものと認める。
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